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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

　９月の決算審査に向け、決算審査特別委員会が設置されました。
　この特別委員会では、昨年度のお金の使い道を審査する決算審査と事業の成果を評価します。
評価するにあたり、１３４の政策的事業のうち、特に検証が必要と考える事業を分科会ごとに選
定しました。各事業の評価と決算の審査内容については、次号でお伝えします。

決算審査特別委員会での審査を経て最終評価決定!

■定住促進事業
シビックプライドの醸成による転出抑制、
地域の魅力発信による移住促進

■ふるさと応援団事業
自治体への寄附による自主財源確保、
返礼品による地域産業の活性化

■仁科三湖振興事業
周辺観光施設の維持管理や環境整備による
観光振興

■山岳観光推進事業
登山環境を整備し、山岳観光を推進

■地域包括ケア実践事業
地域の関係機関等が連携し、
高齢者を地域全体で支えられる体制づくり

■子育て世代
　包括支援センター事業
妊娠期から子育て期にわたる
切れ目のない支援を提供する

■子育て支援等総合相談事業
子育ての悩みを抱える
家庭の身近な相談窓口

■スポーツ振興事業
個人や団体スポーツ活動の充実、
地域コミュニティの活性化

■総合診療医育成事業
信州大学医学部附属病院総合診療科と
連携し総合診療医を育成する事業

第１分科会
（総務産業委員会所管）
各議員 注目の視点
大町市独自の施策があるのか検証が必要。

移住者が100人を越え、順調に推移して
いる。しかし、人口維持するためには市
の人口の1％の定住が必要。今までの対
策の課題を上げ、さらなる対策は何かを
考える必要がある。

大きな効果が出始めている事業である。
定住促進のための藤山浩先生による調査
も終わり、新たなステップへ進む中で本
事業を確認したい。

寄付者の意向に沿った事業への充当をし
ているのか。返礼品の選考は公平に行わ
れているのか。

当市の独自の魅力をアピールするのに適
切な返礼品や人気の高い返礼品等につい
て検討したい。

仁科三湖の振興に関して、事業改善の必
要性と合わせて確認したい。

民間の開発が青木湖で進んでいる中、市
として仁科三湖の開発やあり方、市民に
とっての憩いの場としての在り方につい
てもう一度見直すべき時。

目標である誘客について具体的な施策を
問う。また、高瀬渓谷観光を一般または
専門登山者どちらに重きを置くか将来の
姿が見えない。情報発信において庁内横
断的に連携とあるが、今どのようになっ
ているのか。

充分な成果を上げているか、問題点は無
いか、問題点は何か、大町の実情に合っ
ているか。

第２分科会
（社会文教委員会所管）

各議員 注目の視点 

超高齢化を迎える当市において、非常に重要な
事業。

高齢化が進む中、重要な事業。継続させていく
ための課題は何か。

妊娠期から子育て期にわたる重要な役割を担う
事業の為。

核家族化する現代の家庭環境の中で、子育てに
不安を抱えるお母さんが増えている。妊産婦の
方々が今どんな支援を求めているか。事業内容
を検証し支援の充実に繋げたい。

消滅可能性都市に該当し、子育て世代の増加と
定着の重要性を再認識。

相談件数の現状と対応する人員不足はないか。

コロナが落ち着いたとはいえ、物価の高騰の影
響もあり家庭内の問題、DV等も決して減って
いるとは言えない。市の子育て支援の現状を知
り、支援の充実に繋げたい。

学校再編が目前に迫ってくる中で、今後の事業の
在り方を検討する時期に差し掛かっている。

指導者等人材育成は。

スケートボードやマウンテンバイクなど、今後
の発展が見込まれる新しいスポーツをどう取り
入れていくか。市のエリア特性を活かすために
も重要な事業。

スポーツ振興事業補助金等、補助金のあり方を
審査したい。

大町総合病院の目指す医療は。

市立病院は、住民福祉の中心。直面する医師不
足への対策として有効な事業なので、議会でも
しっかり内容を精査する必要がある。

病院事業については、地域の中核病院としての
役割から、事業目的等を精査したい。

決算審査特別委員会設置

➡　審査結果は次号！

ここに注目！

令和５年度事業の成果と課題は何か

■評価対象とした９事業の概要

■事務事業評価実施

移住ツアー

漁協の清掃美化活動

みんなで考えようプロジェクト
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

給
食
費
の
無
償
化

は
行
わ
な
い
の
か

答　
給
食
費
の
全
て
を
市
が

負
担
す
る
事
は
困
難

Ｑ　
令
和
５
年
６
月
議
会
で
も
質
問
し

た
が
、
給
食
費
の
無
償
化
は
可
能
か
？

Ａ　
こ
れ
ま
で
も
答
弁
し
て
い
る
が
、

給
食
費
の
全
て
を
市
が
負
担
す
る
事
は
、

困
難
だ
。
経
済
的
な
事
情
が
あ
る
家
庭
は

就
学
援
助
制
度
に
よ
り
無
償
に
な
っ
て
い

る
。
仮
に
一
律
無
償
化
し
た
場
合
、
援
助

を
受
け
て
い
る
世
帯
は
そ
の
ま
ま
と
な
り
、

結
果
的
に
経
済
格
差
が
広
が
る
恐
れ
が
あ

る
。Ｑ　

経
済
格
差
が
広
が
る
恐
れ
が
あ
る

と
い
わ
れ
た
が
、
何
故
そ
う
捉
え
る
の
か
。

Ａ　
現
在
１
割
を
超
え
る
児
童
生
徒
の

家
庭
が
無
償
と
な
っ
て
お
り
、
十
分
払
え

当
市
に
落
ち
る
金

額
の
具
体
目
標
は

答　
市
内
消
費
額
が
４・７
億
円
、

波
及
効
果　
億
円
を
目
指
す

Ｑ　
三
年
間
で
の
、
持
ち
出
し
金
額
は

い
く
ら
か
。

Ａ　
１
億
８
千
５
百
万
円
余
と
な
る
。

ふ
る
さ
と
寄
付
な
ど
の
特
定
財
源
を
除
く

と
、
９
千
８
百
万
円
程
度
の
支
出
だ
。

Ｑ　
投
資
対
効
果
は
五
倍
程
度
だ
が
、

地
域
の
利
益
が
無
け
れ
ば
市
民
の
理
解

は
無
い
。
全
国
に
当
市
を
発
信
す
る
機

会
と
す
る
と
広
告
効
果
は
い
く
ら
か
。

Ａ　
第
二
回
で
は
３
億
９
千
５
百
万

円
の
広
報
効
果
と
換
算
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　
取
材
が
増
え
る
時
期
に
当
市
の

観
光
や
特
産
品
の
宣
伝
を
入
れ
込
む
べ

き
。
観
光
客
が
集
ま
る
こ
の
時
期
に
こ

最
大
の
課
題
は

何
か

答　
指
導
者
と
お
金
の
確
保
が

一
番
の
課
題
だ

Ｑ　
大
町
中
学
校
は
、
午
後
4
時
40
分

ま
で
は
部
活
動
と
し
、
以
降
の
活
動
は
保

護
者
を
主
体
と
す
る
準
ク
ラ
ブ
活
動
と
し

て
活
動
し
て
い
る
が
、
課
題
は
何
か
。

Ａ　
大
き
な
反
省
点
は
、
こ
れ
ま
で
十

分
な
検
討
が
さ
れ
ず
に
、
今
回
の
準
ク
ラ

ブ
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ　
本
格
的
な
地
域
移
行
に
向
け
て
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

Ａ　
今
年
度
中
に
推
進
協
議
会
を
立
ち

上
げ
審
議
を
始
め
る
。
そ
の
中
で
、
基
本

的
な
方
針
や
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
策
定

す
る
。
令
和
７
年
度
を
目
途
に
、
地
域
移

行
を
少
し
で
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

自
治
会
と
は
ど
う

い
っ
た
存
在
か

答　
地
域
と
行
政
の
橋
渡
し
役
。

市
と
相
互
に
補
完
し
あ
う
関
係

Ｑ　
広
報
等
の
配
り
物
、
自
治
会
未
加

入
者
世
帯
の
み
へ
市
が
直
接
配
布
す
る
の

は
税
金
の
使
い
方
と
し
て
違
う
。
市
の
責

任
で
全
世
帯
配
布
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
改
善
が
必
要
な
こ
と
は
、
認
識
し

て
い
る
。
総
合
的
な
視
点
か
ら
方
法
を
模

索
し
て
い
く
。

Ｑ　
各
種
委
員
推
薦
を
自
治
会
に
押
し

付
け
る
の
も
自
治
会
の
負
担
で
は
。

Ａ　
役
職
負
担
は
、
自
治
会
加
入
率
低

下
の
要
因
と
認
識
し
て
い
る
。
必
要
性
を

考
慮
し
、
担
当
課
と
調
整
す
る
。

Ｑ　
自
主
防
災
組
織
は
、
ど
れ
ほ
ど
重

要
か
。

る
よ
う
な
家
庭
に
つ
い
て
も
無
償
化
を
す

る
と
、
困
っ
て
い
る
家
庭
は
そ
の
ま
ま
と

な
り
、
そ
こ
に
経
済
格
差
の
拡
大
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
と
考
え
る
。

Ｑ　
近
い
町
村
で
は
池
田
町
、
松
川
村

が
７
月
か
ら
無
償
化
を
行
う
。
大
町
市
で

も
出
来
る
の
で
は
。

Ａ　
当
市
と
し
て
は
就
学
援
助
制
度
に

よ
り
、
必
要
な
支
援
は
行
っ
て
い
る
。
無

償
化
は
国
が
全
国
一
律
に
講
ず
る
べ
き
と

考
え
る
。

Ｑ　
食
材
の
高
騰
で
主
食
・
副
食
の
全

て
が
値
上
が
り
し
て
い
る
。
補
助
は
十
分

か
。Ａ　

地
元
食
材
の
使
用
に
10
円
、
高
騰

化
分
の
補
助
に
15
円
、
計
25
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
栄
養
士
の
皆
さ
ん

の
献
立
の
工
夫
で
、
な
ん
と
か
予
算
の
範

囲
内
で
給
食
調
理
を
行
っ
て
い
る
。

そ
、
集
中
し
て
商
業
施
策
を
打
つ
べ
き
で

は
。Ａ　

市
内
飲
食
店
マ
ッ
プ
の
作
製
や
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
を
進
め
る
。

Ｑ　
農
産
物
や
酒
の
広
報
に
も
絶
好
の

機
会
だ
。
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

Ａ　
三
蔵
呑
み
歩
き
や
、
そ
ば
祭
り
と

の
連
携
を
行
う
等
、
広
報
に
繋
げ
る
。

Ｑ　
来
訪
客
は
20
代
30
代
の
女
性
が
多

く
移
住
定
住
施
策
の
最
も
重
要
な
対
象
だ
。

芸
術
祭
期
間
中
の
呼
び
か
け
は
。

Ａ　
再
訪
や
移
住
に
向
け
発
信
す
る
。

【
山
岳
施
策
に
つ
い
て
】

Ｑ　
七
倉
登
山
口
先
の
交
通
規
制
に
対

し
、
東
電
に
早
期
対
応
を
。

Ａ　
関
係
者
と
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
超
党
派
の
国
会
議
員
に
よ
る
「
山

の
日
」
議
連
の
、
山
小
屋
支
援
に
繋
が
る

包
括
立
法
の
動
き
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

Ａ　
今
後
注
目
し
協
働
し
た
い
。

　
移
行
完
了
は
、
令
和
８
年
度
を
目
標
と

す
る
。
一
番
大
事
に
し
た
い
の
は
、
実
際

に
活
動
す
る
子
供
た
ち
の
声
で
あ
る
。

Ｑ　
地
域
移
行
に
関
す
る
情
報
を
生
徒

や
保
護
者
、
先
生
方
、
ま
た
こ
れ
に
関
わ

る
関
係
者
の
方
等
、
広
く
住
民
に
周
知
す

る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　
広
く
多
く
の
住
民
に
周
知
し
、
学

習
し
合
う
機
会
を
設
け
た
い
。

　
今
回
の
地
域
移
行
は
、
学
校
と
地
域
の

連
携
協
働
に
よ
る
部
活
動
改
革
と
し
て
進

め
て
い
く
。

Ｑ　
教
育
委
員
会
で
取
り
組
ん
で
い
る

部
活
動
地
域
移
行
は
困
難
を
極
め
て
い
る
。

理
事
者
側
か
ら
の
支
援
は
な
い
の
か
。

Ａ　
し
っ
か
り
教
育
委
員
会
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ａ　
過
去
の
災
害
時
、
大
勢
の
人
が
近

隣
住
民
の
共
助
に
よ
り
救
わ
れ
た
。
ま
た
、

災
害
時
の
対
応
の
他
、
地
域
の
連
帯
感
の

強
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
社
会
に
お

い
て
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

Ｑ　
自
治
会
行
事
に
合
わ
せ
防
災
訓
練

を
実
施
す
る
等
、
自
治
会
だ
か
ら
で
き
る

訓
練
は
重
要
。
自
主
防
災
会
へ
の
予
算
拡

充
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
災
害
時
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策

定
す
る
。
防
災
訓
練
を
通
じ
て
自
主
防
災

体
制
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　
市
で
管
理
す
る
防
災
倉
庫
、
自
主

防
災
だ
け
で
は
、
い
ざ
災
害
時
に
利
用
で

き
な
い
。
行
政
と
自
治
会
は
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
で
関
係
が
希
薄
で
あ
る
。「
地

区
担
当
職
員
」
の
配
置
を
検
討
し
て
は
。

Ａ　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
維
持
は
重

要
。
他
市
町
村
の
取
組
を
参
考
に
す
る
。

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団　

栗く
り
ば
や
し林　

陽よ
う

一い
ち

政
友
ク
ラ
ブ　

中な
か
村む
ら　

直な
お
人と

市
民
ク
ラ
ブ　

中な
か

牧ま
き　

盛も
り

登と

峻
嶺
会　　
傳で
ん
刀ど
う　

健た
け
し

児童生徒に安心して、
温かくて美味しい給食の提供を

山の日議連の動き。登山道整備等に
助成がつけば当市にとって有利

ワンチャンスを生かす 市防災倉庫。いざ災害時、誰が機能させ
るのか

再
度
伺
う
。
市
は
給
食
の

無
償
化
を
行
わ
な
い
の
か

ど
う
す
る
！

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

芸
術
祭
開
催
に
向
け
、

お
金
の
話
を
避
け
る
な

市
の
責
任
を

自
治
会
に
押
し
付
け
る
な
！
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一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が
行
う

「
会
派
代
表
質
問
」
と
、
委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

運
動
施
設
利
用
方

法
の
見
直
し
は

答　
施
設
利
用
方
法
と
受
益
者
負

担
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
見
直
す

Ｑ　
あ
る
運
動
施
設
を
、
あ
る
団
体
が

自
分
た
ち
専
用
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る

と
市
民
か
ら
聞
く
が
ど
う
か
。

Ａ　
特
定
の
団
体
に
優
先
的
に
貸
し
て

は
い
な
い
。

Ｑ　
運
動
施
設
の
維
持
管
理
費
は
年
間

約
５
０
０
０
万
円
か
か
り
、
施
設

収
入
は
約
１
０
０
０
万
円
で
年
間

約
４
０
０
０
万
円
の
赤
字
だ
が
現

状
で
運
動
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
が
続

け
て
い
け
る
の
か
。

Ａ　
安
全
に
使
え
る
と
い
う
事

を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
使
用
料

金
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
も
検
討

方
針
や
具
体
策
に

変
更
は
あ
る
の
か

答　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は

適
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

Ｑ　
今
実
際
に
ど
の
よ
う
な
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
移
住
者
が
昨
年
は
１
０
０
人
を
超

え
た
。
そ
の
前
も
90
人
と
だ
い
ぶ
増
え
て

き
て
い
る
。

Ｑ　
近
年
の
移
住
ブ
ー
ム
の
影
響
で
、

長
野
県
は
昨
年
、
一
昨
年
と
22
年
ぶ
り
の

※
３
社
会
増
だ
。
県
内
の
市
町
村
別
に
見

て
も
昨
年
が
４
割
以
上
、
一
昨
年
は
半
数

以
上
の
自
治
体
が
社
会
増
。
全
体
の
人
口

が
増
加
し
て
い
る
自
治
体
が
７
つ
も
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
盛
り
上
が
り
の
中
当
市
は
社

会
減
。
昨
年
移
住
者
が
１
０
０
人
を
超
え

た
と
い
う
が
、
転
入
者
の
数
を
見
て
も
昨

補
助
金
出
す
な
ら

分
り
易
い
用
語
で

答　
理
解
い
た
だ
け
る
用
語
を

丁
寧
に
併
記
す
る

Ｑ　
除
却
工
事
に
補
助
金
83
万
8
千
円

を
出
す
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
等

で
広
報
し
て
い
る
が
、
住
宅
の
解
体
工
事

の
事
だ
と
分
か
る
よ
う
に
表
現
す
べ
き
だ
。

除
却
工
事
な
ど
と
難
し
い
行
政
用
語
で
市

民
が
も
ら
え
る
機
会
や
利
益
を
無
に
し
て

は
な
ら
な
い
。

Ａ　
除
却
工
事
の
表
記
に
つ
い

て
は
、
国
県
の
交
付
要
綱
に
規
定

さ
れ
て
い
る
表
現
で
あ
り
、
要
綱

と
の
用
語
の
統
一
を
図
る
た
め
こ

れ
ま
で
除
却
工
事
と
い
う
用
語
を

使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

議
員
指
摘
の
よ
う
に
一
般
に
、
よ

　
年
間
の
施
策
の

成
果
は
ど
う
か

答　
成
果
は
出
て
い
る
。
成
果
を

挙
げ
る
た
め
施
策
の
拡
充
が
必
要

Ｑ　
※
５
持
続
可
能
性
分
析
レ
ポ
ー
ト

の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ　
今
回
の
発
表
は
該
当
す
る
７
４
４

自
治
体
に
不
安
感
と
危
機
感
を
抱
か
せ
、

人
口
減
少
の
問
題
を
市
町
村
だ
け
が
対
策

の
当
事
者
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受

け
る
。
問
題
の
本
質
と
し
て
、
国
が
日
本

の
将
来
像
を
示
し
、
国
全
体
と
し
て
少
子

化
や
人
口
減
少
に
ど
う
向
き
合
う
の
か
、

厳
し
い
社
会
情
勢
下
に
ど
の
よ
う
な
施
策

を
講
じ
、
地
方
自
治
体
の
安
定
的
、
持
続

的
な
運
営
を
保
証
し
て
い
く
の
か
を
考
え
、

国
と
自
治
体
の
相
互
の
役
割
を
明
確
に
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

し
た
い
。

Ｑ　
自
主
財
源
確
保
及
び
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
に
も
、
※
１
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
事
業
を
行
う
事
は
で
き
る
か
。

Ａ　
現
在
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
制
度

は
な
い
が
実
施
す
る
た
め
の
要
綱
等
の
制

定
に
つ
い
て
、
早
期
に
検
討
し
な
る
べ
く

早
く
導
入
し
て
い
き
た
い
。

【
広
報
お
お
ま
ち
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
】

Ｑ　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
考
え
は
。

Ａ　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
、
選
択
制

も
ふ
く
め
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
自
治
会
・
担
当
課
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
も
郵
送
に
で
き
な
い
か
。

Ａ　
配
布
の
仕
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ｑ　
広
報
お
お
ま
ち
の
あ
り
方
・
意
見

等
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
聞
く
考
え
は
。

Ａ　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
ど
う
い
っ
た

情
報
、
広
報
誌
の
と
ら
え
方
を
希
望
し
て

い
る
か
と
い
う
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
の

広
報
誌
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

年
は
一
昨
年
と
比
べ
て
70
人
減
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
効
果
が
出
て
い
る
と
考
え
る
か
。

Ａ　
１
０
０
人
移
住
し
た
事
実
は
評
価

す
る
べ
き
。

Ｑ　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
積
極
採
用

す
れ
ば
20
代
か
ら
40
代
の
人
口
を
確
実
に

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
。

Ｑ　
支
所
単
位
で
協
力
隊
を
採
用
し
て

は
ど
う
か
。

Ａ　
検
討
す
る
。

Ｑ　
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
協
力
隊
採
用
は

ど
う
か
。

Ａ　
部
活
動
の
地
域
移
行
も
含
め
て
協

力
隊
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
林
業
・
農
業
の
協
力
隊
の
採
用
は
。

Ａ　
関
係
者
と
協
議
し
て
検
討
す
る

（
市
長
）関
係
団
体
と
の
調
整
に
よ
っ
て
業

務
を
位
置
付
け
て
い
く
。

り
わ
か
り
や
す
い
丁
寧
な
説
明
と
す
る
た

め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で

除
却（
解
体
）工
事
と
併
記
す
る
よ
う
に
し

た
。

【
情
報
公
開
条
例
の
運
用
に
つ
い
て
】

Ｑ　
市
長
と
団
体
と
の
懇
談
会
な
ど
の

議
事
録
の
、
公
開
や
非
公
開
の
是
非
は
、

懇
談
会
を
願
い
出
た
団
体
の
意
思
を
確
認

す
べ
き
だ
。
３
月
の
大
和
議
員
の
一
般
質

問
で
、
懇
談
会
内
で
の
会
話
に
つ
い
て
、

内
容
を
あ
ち
こ
ち
切
り
取
っ
た
利
用
を
さ

れ
、
懇
談
会
の
参
加
者
の
中
に
は
、
憤
り

と
い
う
か
大
変
嫌
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る

方
が
い
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
今
回
の
議
事
録
を
開
示
し
た
こ
と

に
関
し
て
、
市
と
し
て
団
体
の
み
な
さ
ま

に
意
見
を
聞
い
て
な
い
が
、
不
快
に
思
わ

れ
た
参
加
者
が
い
た
と
す
れ
ば
、
懇
談
会

開
催
の
趣
旨
に
鑑
み
、
参
加
者
の
み
な
さ

ま
に
は
誠
に
申
し
訳
な
く
思
う
。

Ｑ　
今
後
の
目
指
す
べ
き
目
標
は
。

Ａ　
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
「
ひ
と
」

で
あ
り
、
未
来
を
担
う
の
も
「
ひ
と
」
で

あ
る
。
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
様
々
な
分

野
で
活
躍
し
、
市
の
発
展
を
支
え
る
人
を

育
む
必
要
が
あ
る
。
目
標
と
し
て
は
、
令

和
８
年
の
人
口
推
計
と
比
較
し
、
４
０
０

人
上
回
る
２
万
４
０
０
０
人
を
維
持
、
誘

致
企
業
３
社
、
新
規
創
業
者
10
人
、
社
会

動
態
マ
イ
ナ
ス
１
２
４
人
、
移
住
者
１
８

０
人
を
目
標
値
に
掲
げ
取
り
組
む
。

Ｑ　
課
題
及
び
今
後
必
要
な
施
策
は
。

Ａ　
10
年
の
累
計
で
４
３
９
世
帯
７
７

６
人
が
移
住
し
、
着
実
に
成
果
が
上
が
っ

て
き
て
い
る
。
施
策
の
更
な
る
充
実
が
必

要
。
移
住
を
考
え
て
い
る
方
の
不
安
を
取

り
除
き
、
子
供
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る

環
境
の
整
備
、
働
く
場
や
住
ま
い
を
確
保

す
る
施
策
を
更
に
拡
充
し
て
い
く
。

市
民
ク
ラ
ブ　

小お

澤ざ
わ　

悟さ
と
る

植う
え

松ま
つ　

悠ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

堀ほ
り　

堅け
ん
一い
ち

政
友
ク
ラ
ブ　

大お
お

竹た
け

真ま

千ち

子こ

市民目線の広報おおまちに
するべき

住宅解体工事に最大83万8千円、耐
震改修工事に150万円、先ず相談

運営中の婚活支援サイト。自然減対策も
更なる工夫と拡充が必要

当市は、人口関連の数値が大北地域内で
も特に悪い

分
か
り
や
す
い
ル
ー
ル
が

必
要

大
町
は
※
２

消
滅
可
能
性
都
市
。

具
体
的
成
果
を
求
め
る

除
却
工
事
？
っ
て

何
の
こ
と
？

※
４

自
立
持
続
可
能
性
自
治
体

に
向
け
施
策
修
正
を

10

　　　　　
※２　消滅可能性都市……若年女性人口が30年後に今の半分以下になると予想される自治体
※３　社会増……市内から外へ引っ越した人より、外から市内へ引っ越して来た人の人数が多い状態
※４　自立持続可能自治体……2050年の段階で自立、持続が可能と考えられる自治体
※５　持続可能性分析レポート……2024年4月に人口戦略会議が「日本の地域別将来推計人口（2023年推計）」にもとづき、
　　　　　　　　　　　　　　　　人口から見た全国の地方自治体の「持続可能性」について分析したレポート

用語解説※ 　　　　　
※１ネーミングライツ
　　…市の施設等に愛称等を付与させる代わりに当該団体からその対価等を得る

用語解説※
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一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
常
任
委
員
会
審
査
報
告

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
の
欄
は
質
問
議
員
の
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
長
は
ハ
ラ
ス
発

言
の
責
任
を
と
れ

答　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
指
針
の

徹
底
が
私
の
責
任
の
取
り
方
だ

Ｑ　
地
元
紙
の
新
聞
報
道
に
対
し
て

「
押
し
倒
し
て
強
姦
し
た
か
の
よ
う
な
記

事
」
と
発
言
し
た
が
、
該
当
す
る
記
事
は

ど
こ
に
も
な
い
。
説
明
を
求
め
る
。

Ａ　
繰
り
返
し
報
道
さ
れ
た
内
容
を
包

括
的
に
述
べ
た
。
不
適
切
な
発
言
だ
っ
た

こ
と
は
、
地
元
紙
や
当
該
女
性
職

員
に
も
述
べ
て
い
る
。

Ｑ　
地
元
紙
が
報
道
し
た
元
総

務
部
長
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
発
言
に

つ
い
て
懲
戒
委
員
会
は
審
議
対
象

に
し
て
お
ら
ず
、
※
６
一
事
不
再

議
で
は
な
い
。
市
長
は
懲
戒
委
員

会
に
審
議
を
命
ず
る
か
。

農
業
と
観
光
の
融

合
は
で
き
る
の
か

答　
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
は
効
果
的
だ

Ｑ　
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

大
町
の
食
文
化
や
美
食
体
験
を
中
心
と
し

た
推
進
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。

Ａ　
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
で
は
、

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
豊
か
な
地
域
資
源
を

掘
り
起
こ
し
、
そ
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

「
ア
ー
ト
」
と
、
土
地
固
有
の
生
活
文
化

で
あ
る
「
食
」
の
持
つ
力
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
自
身
が
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
さ

せ
、
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
地
域
資
源
を
世

界
に
発
信
し
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
推
進
し
、
当
市
の
食
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
既
に
団
体
向
け
の
旅

行
会
社
の
ツ
ア
ー
の
受
付
を
開
始
し
、
さ

中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
を
せ
よ

答　
早
期
に
検
討
協
議
会
を
立
ち

上
げ
方
針
を
立
案
す
る

Ｑ　
中
学
校
部
活
動
で
市
が
目
指
す
姿

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ　
地
域
社
会
全
体
が
共
通
認
識
の
下

で
連
携
、
協
働
し
た
姿
を
目
指
す
。

Ｑ　
文
化
芸
術
に
親
し
む
子
供
た
ち
の

環
境
構
築
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ　
協
議
会
を
立
ち
上
げ
議
論
す

る
。Ｑ　

地
域
移
行
と
か
け
離
れ
て
い

る
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
見

直
し
は
。

Ａ　
協
議
会
を
設
置
後
、
見
直
す
。

Ｑ　
部
活
動
、
民
間
ク
ラ
ブ
の
現

状
の
把
握
は
し
て
い
る
の
か
。

市
防
災
会
議
の

女
性
委
員
比
率
は

答　
市
防
災
会
議
委
員
に
女
性
が

占
め
る
人
数
は
、　
人
中
１
名

Ｑ　
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
活

動
に
お
け
る
、
市
の
支
援
実
績
は
。

Ａ　
人
的
支
援
は
、
大
町
病
院
の
災
害

派
遣
医
療
チ
ー
ム
27
名
の
医
療
活
動
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
か
ら
緊
急
消
防
救
助

隊
の
20
名
、
避
難
所
運
営
支
援
・
給
水
支

援
等
で
27
名
、
４
月
か
ら
１
年
間
技
術
職

員
を
氷
見
市
に
派
遣
し
て
い
る
。

Ｑ　
市
内
団
体
か
ら
の
支
援
実
績
は
。

Ａ　
社
協
や
商
工
会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
、
義
援
金
や
物
資
等
を
支
援
。

Ｑ　
市
職
員
に
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
を
促
す
考
え
は
。

Ａ　
５
日
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制

Ａ　
一
事
不
再
議
は
、
全
体
と
し
て
審

議
し
た
結
果
得
ら
れ
た
結
論
と
同
じ
だ
。

Ｑ　
市
長
は
、
昨
年
の
セ
ク
ハ
ラ
事
件

で
加
害
課
長
は
職
務
中
で
は
な
い
の
で
、

理
事
者（
市
長
等
）に
責
任
は
な
い
と
し

た
。
し
か
し
、
加
害
課
長
は
懲
戒
委
員
会

で
「
時
間
外
勤
務
な
ど
の
業
務
改
善
の
た

め
で
あ
っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
職
務

上
の
行
為
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
。

市
長
は
責
任
を
と
る
か
伺
う
。

Ａ　
そ
れ
は
言
い
訳
に
し
た
の
で
あ
る
。

セ
ク
ハ
ラ
行
為
は
職
務
で
は
な
い
の
で
、

責
任
を
取
る
必
要
が
な
い
。

Ｑ　
他
の
事
例
で
は
、
利
害
関
係
の
な

い
専
門
の
弁
護
士
３
名
程
度
に
よ
る
、
第

三
者
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
審
議
を
委
ね
、

そ
の
結
果
に
基
づ
き
市
長
は
自
ら
の
処
分

を
決
定
す
る
も
の
だ
が
、
市
長
自
ら
の
責

任
を
誠
実
に
取
る
意
思
は
あ
る
か
。

Ａ　
女
団
連
や
地
元
紙
に
お
詫
び
し
た
。

ら
に
、
市
観
光
協
会
や
大
町
商
工
会
議
所
、

※
８
着
地
商
品
造
成
を
担
う
市
内
旅
行
業

者
、
さ
ら
に
商
店
街
連
合
会
等
、
食
部
会

に
所
属
す
る
団
体
等
の
協
力
を
始
め
、
市

内
お
け
る
食
体
験
を
実
践
す
る
民
間
事
業

者
や
サ
ー
ク
ル
、
農
産
物
生
産
者
の
活
動

に
も
注
目
し
、
食
事
の
提
供
だ
け
で
な
く
、

体
験
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
提
供
を
す
る
。

【
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
注
意
報
発
令
】

Ｑ　
県
の
ク
マ
出
没
注
意
報
が
発
令
さ

れ
、
熊
が
「
指
定
管
理
鳥
獣
」
に
追
加
さ

れ
た
。
大
町
市
の
対
応
は
。

Ａ　
当
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
熊
に
よ

る
人
的
被
害
の
発
生
は
無
く
、
目
撃
情
報

は
多
発
。
里
山
整
備
や
広
報
な
ど
の
注
意

喚
起
な
ど
を
実
施
し
、
加
え
て
「
熊
目
撃

マ
ッ
プ
」
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

Ａ　
ス
ポ
ー
ツ
系
は
把
握
し
て
い
る
が

文
化
芸
術
等
、
把
握
は
困
難
だ
。

Ｑ　
協
議
会
設
立
メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

Ａ　
現
時
点
で
は
確
定
し
て
い
な
い
。

Ｑ　
地
域
の
関
係
者
等
を
つ
な
ぐ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
が
必
要
で
は
。

Ａ　
必
要
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
の
環
境
整
備

対
象
エ
リ
ア
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ　
対
象
エ
リ
ア
を
特
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
協
議
会
で
検
討
す
る
。

Ｑ　
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
の
推
進
計
画
は
。

Ａ　
協
議
会
で
方
針
を
示
す
。

Ｑ　
指
導
者
の
従
事
時
間
と
報
酬
等
の

支
払
い
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

Ａ　
協
議
会
に
お
い
て
検
討
す
る
。

Ｑ　
現
在
指
導
者
に
研
修
等
、
行
っ
て

い
る
か
。
ま
た
指
導
者
の
質
の
担
保
は
。

Ａ　
指
導
者
研
修
は
実
施
し
て
い
な
い
。

指
導
者
養
成
へ
の
取
組
み
も
な
い
。

度
を
周
知
す
る
。
市
職
員
が
被
災
地
の
活

動
を
通
じ
て
直
接
見
聞
き
し
た
体
験
は
、

市
の
防
災
対
策
や
防
災
力
強
化
に
繋
が
る
。

Ｑ　
防
災
会
議
女
性
比
率
向
上
策
は
。

Ａ　
次
年
度
の
委
員
選
任
時
に
、
各
団

体
か
ら
女
性
委
員
の
推
薦
を
い
た
だ
く
。

Ｑ　
避
難
所
運
営
に
、
女
性
ス
タ
ッ
フ

の
目
線
が
大
切
で
は
な
い
か
。

Ａ　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
を
行
う
。
防
災
・
減
災
、
災
害
に
強
い

社
会
の
実
現
に
は
、
女
性
の
視
点
を
踏
ま

え
た
対
応
が
重
要
で
あ
る
。

【
代
理
受
領
制
度
に
つ
い
て
】

Ｑ　
耐
震
改
修
補
助
制
度
に
代
理
受
領

制
度
を
導
入
で
き
な
い
か
。

Ａ　
県
下
で
導
入
し
て
い
る
５
市
の
実

績
は
、
長
野
市
が
９
件
の
み
。
事
業
者
か

ら
の
意
見
も
聴
取
し
、
検
討
す
る
。

無
所
属
ク
ラ
ブ　

大お
お
和わ　
幸よ
し
久ひ
さ

峻
嶺
会　

一い
っ

本ぽ
ん

木ぎ

秀ひ
で

章あ
き

政
友
ク
ラ
ブ　

山や
ま
本も
と
み
ゆ
き

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団　

宮み
や

田た　
一か
ず

男お

石川県羽咋市被災者共同支援センター

クマとの遭遇による人身被害防止の為、
山際の道路、森林内では注意

指針策定以前の、市長のハラスメ
ント発言の責任が問われている

市が地域移行に取り組まないことで
現場は混乱と苦労が絶えない

責
任
回
避
の
言
い
逃
れ
は

市
民
の
不
信
を
招
く
だ
け

※
７

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
旅
行
客
を
呼
ぶ

地
域
移
行
を
進
め
る

協
議
会
の
設
立
を
急
げ
！

市
防
災
会
議
の
女
性
委
員

比
率
30
％
達
成
は
急
務

　　　　　
※６　一事不再議……議会において、一度議決した案件と同一の案件については再び同一会期中に議題として
　　　　　　　　　　取り上げて審議や議決を行うことができないという原則

　　　　　
※７　ガストロノミーツーリズム……その土地の気候風土が生んだ食材・習慣・伝統・歴史などによって育まれた食を
　　　　　　　　　　　　　　　　　楽しみ、食文化に触れる事を目的とした観光のこと
※８　着地商品造成……地域振興や観光振興を目的とした取り組みで、地元の素材や技術を活用し、地域の魅力を高め
　　　　　　　　　　　ること

用語解説※用語解説※
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次
ペ
ー
ジ
は
、
審
議
結
果
と
討
論

  

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に

付
託
（
審
査
を
任
せ
る
）
➡  

委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
案
第
34
号　
令
和
６
年
度
大
町
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

議案の概要

議案の概要

議案の概要

議案の概要議案の概要

住
宅
・
建
築
物
耐
震
化

推
進
事
業
と
し
て
、
耐

震
診
断
、
耐
震
改
修
工

事
、
除
却
工
事
に
伴
う

今
年
度
の
予
算
額
を

１
５
０
０
万
円
増
額

家
庭
で
子
育
て
し
て

い
る
保
護
者
へ
「
子

育
て
グ
ッ
ズ
ク
ー
ポ

ン
」
を
送
り
応
援

サ
ッ
カ
ー
競
技
場
と
し
て
予
定

し
て
い
る
運
動
公
園
の
陸
上
競

技
場
及
び
、
サ
ッ
カ
ー
場
の
メ

イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
管
理
棟
の
除

却
、
及
び
共
用
倉
庫
の
設
置

文
化
芸
術
活
動
を
行
う
市
内
の
団
体
が

活
動
を
通
じ
た
国
際
交
流
事
業
へ
の
参

加
等
を
契
機
に
活
動
の
活
性
化
と
継
続

を
期
待
す
る
も
の

国
の
経
済
対
策
に
も
と
づ
き
、
納
税
者
一

人
あ
た
り
の
所
得
税（
国
税
）か
ら
３
万
円
、

市
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）
か
ら
１
万
円
、

合
わ
せ
て
４
万
円
を
減
税
す
る
制
度

耐
震
改
修
補
助
金
、

予
算
額
増
額
へ

家
庭
で
の

子
育
て
を
応
援

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

向
け
準
備
始
ま
る

文
化
芸
術
の
海
外
交
流
に
補
助
金

定
額
減
税
、国
の
施
策
だ
が
市
の
負
担
は

一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
申
請
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
周
知
で
き
な
い
か
。
申
請
受
付

の
ル
ー
ル
も
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
窓
口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

周
知
し
て
い
き
た
い
。
来
年
度
に
向

け
た
予
算
の
中
で
、耐
震
補
強
工
事・

除
却
工
事
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
だ
け

偏
ら
な
い
よ
う
な
予
算
配
分
に
す
る

な
ど
、
ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
も
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
対
象
者
を
、
家
庭
で
保
育
を

行
っ
て
い
る
子
育
て
家
庭
に
限
定
し

て
い
る
理
由
は
。

Ａ　
保
育
所
等
に
子
ど
も
を
預
け

て
い
る
家
庭
に
は
、
公
費
が
出
て
お

り
、
そ
れ
な
り
に
恩
恵
を
受
け
て
い

る
が
、
受
け
て
い
な
い
家
庭
は
同
様

の
恩
恵
を
受
け
て
い
な
い
た
め
、
家

庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
保
護
者
を

応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
家

庭
で
の
育
児
に
喜
び
や
、
や
り
が
い

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
応
援
の
気

持
ち
を
込
め
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
送
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
作
業
員
の
全
国
的
な
人
手
不
足
に
よ
り
、

解
体
の
工
期
が
延
び
る
可
能
性
は
な
い
か
。

Ａ　
陸
上
競
技
場
と
サ
ッ
カ
ー
管
理
等
の
工

事
を
同
時
期
に
２
つ
の
業
者
に
分
け
て
発
注
し
、

人
手
不
足
に
よ
り
工
期
が
伸
び
な
い
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　
新
た
に
建
設
す
る
共
用
倉
庫
の
活
用
は
。

Ａ　
現
在
の
陸
上
競
技
場
と
サ
ッ
カ
ー
場
の

建
物
に
た
く
さ
ん
の
競
技
用
具
や
機
材
が
あ
る

が
、
間
口
が
狭
く
出
し
入
れ
に
不
自
由
な
た
め
、

間
口
の
広
い
倉
庫
を
新
設
し
、
工
事
中
の
保
管

に
利
用
、
ま
た
今
後
も
活
用
す
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
文
化
芸
術
交
流
事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

Ａ　
文
化
芸
術
団
体
の
活
動
や
海
外
交
流
の
た
め
の

渡
航
に
要
す
る
費
用
を
、
補
助
率
２
分
の
１
以
内
、
10

万
円
を
限
度
と
し
て
補
助
す
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
定
額
減
税
に
伴
う
市
の
負
担
は
。

Ａ　
市
民
税
が
約
１
億
円
減
額
と
な
る
が
、
今
回
の

補
正
額
と
市
民
税
の
減
税
額
に
つ
い
て
は
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
。

児
童
や
保
護
者
に

新
校
の
説
明
は

答　
児
童
や
保
護
者
の
不
安
解
消

の
為
、
随
時
説
明
会
を
開
催
す
る

Ｑ　
令
和
８
年
に
開
校
す
る
、
北
部
小

学
校
、
南
部
小
学
校
の
情
報
を
求
め
る
声

が
保
護
者
や
地
域
よ
り
あ
る
。
通
学
方
法

等
、
具
体
的
な
説
明
を
行
う
時
期
で
あ
る

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
の
か
。

Ａ　
バ
ス
や
徒
歩
の
地
域
選
定
等
を
含

め
、
不
確
定
な
事
も
あ
る
。
確
定
次
第
、

順
次
適
切
に
お
伝
え
す
る
よ
う
努
め
る
。

Ｑ　
幼
稚
園
・
保
育
園
の
保
護
者
や
、

子
供
の
安
心
安
全
を
見
守
る
地
域
へ
の
説

明
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　
新
た
に
小
学
生
と
な
る
保
護
者
の

不
安
の
解
消
に
向
け
、
地
域
や
関
係
者
と

の
連
携
も
図
り
つ
つ
、
子
供
の
安
心
安
全

の
取
組
み
に
努
め
る
。

Ｑ　
児
童
数
の
増
加
で
、
特
別
支
援
学

級
の
在
り
方
や
、
担
当
教
師
へ
の
過
度
な

負
担
、
放
課
後
や
休
日
の
児
童
ク
ラ
ブ
の

対
応
が
手
薄
に
な
る
こ
と
へ
の
懸
念
は
。

Ａ　
再
編
後
も
現
行
と
同
様
の
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。
児
童
ク
ラ
ブ
等
に
つ
い

て
も
、
支
援
が
途
切
れ
る
こ
と
の
無
い
よ

う
子
育
て
支
援
課
等
担
当
課
と
連
携
し
検

討
を
重
ね
る
。

【
危
機
管
理
体
制
の
充
実
を
】

Ｑ　
※
９
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

採
用
と
、
危
機
管
理
課
を
迅
速
か
つ
充
実

し
た
体
制
の
為
に
市
長
直
轄
の
組
織
と
し

て
は
。

Ａ　
現
在
の
体
制
は
複
雑
と
も
言
え
ず

迅
速
性
も
確
保
で
き
る
。
地
域
防
災
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
採
用
は
危
機
管
理
の
特
質

な
ど
を
理

解
し
、
必

要
性
も
含

め
検
討
す

る
。

政
友
ク
ラ
ブ　

西に
し
澤ざ
わ　

和た
か
保ほ

妊
産
婦
の
医
療
費

の
助
成
制
度
を

答　
妊
産
婦
の
不
安
を
取
り
除
き

安
心
な
出
産
に
つ
な
が
る

Ｑ　
妊
産
婦
の
医
療
費
の
一
部
を
自
治

体
が
負
担
す
る
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度

を
大
町
市
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
妊
娠
中
の
健
康
診
査
で
指
摘
が

あ
っ
た
場
合
や
不
安
な
症
状
を
抱
え
た
場

合
、
早
期
受
診
と
安
心
な
出
産
が
期
待
で

き
る
。
他
市
の
動
向
を
踏
ま
え
検
討

す
る
。

Ｑ　
長
野
県
が
昨
年
か
ら
始
め
た

企
業
に
よ
る
奨
学
金
返
還
の
肩
代
わ

り
制
度
を
市
内
企
業
に
周
知
す
る
と

と
も
に
、
大
町
市
も
独
自
制
度
を
導

入
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
若
者
の
経
済
的
負
担
が
軽
減

さ
れ
定
住
促
進
や
企
業
の
人
材
確
保
に
つ

な
が
る
。
他
市
の
事
例
を
踏
ま
え
検
討
す

る
。

【
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て
】

Ｑ　
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
「
音
声

コ
ー
ド
」
と
は
、
専
用
機
器
や
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
で
そ
れ
を
読
み
込
む
と
「
こ
れ
は
〇

〇
で
す
」
と
音
声
で
教
え
て
く
れ
る
。
市

の
通
知
文
書
や
広
報
な
ど
に
音
声
コ
ー
ド

を
付
与
で
き
な
い
か
。

Ａ　
視
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
合
理
的

配
慮
の
た
め
に
も
「
音
声
コ
ー
ド
」
導
入

の
検
討
を
進
め
る
。

Ｑ　
通
常
の
防
災
訓
練
等
へ
の
参
加
が

難
し
い
障
が
い
者
の
た
め
に
、
障
が
い
者

団
体
や
福
祉
施
設
、
市
職
員
等
と
連
携
し

た
防
災
訓
練
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
個
別
避
難
計
画
作
成
の
後
押
し
に

な
る
。
関
係
部
署
、
医
療
機
関
、
社
会
福

祉
団
体
、
自
治
会
、
民
生
児
童
委
員
、
消

防
団
等
と
連
携
し
準
備
を
進
め
る
。

太お
お
田た　
昭し
ょ
う
じ司

小学校再編での不安解消
に向けた具体的な説明を
行う時に来ている

女性と若者に優しい魅力ある
まちづくりで「選ばれる」まちに

常任委員会審査報告主な案件の審査内容を掲載します

議
員
が
質た

だ
し
た
６
月
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

小
学
校
再
編
の
情
報
を
、

早
急
に
市
民
に
伝
え
よ

女
性
と
若
者
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
を

　　　　　
※９　地域防災マネージャー制度
　　　　……防災能力の向上を図る目的として内閣府が推し進める制度。特別交付税措置の対象で、
　　　　　　退役自衛官等が任期付き職員として、自治体等の危機管理部門等に採用されたりしている

用語解説※
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次
ペ
ー
ジ
は
、
追
跡
リ
ポ
ー
ト
と
行
政
視
察
報
告
と
議
員
研
修
会
報
告

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

議
案
第
35
号

陳
情
第
５
号

陳
情
第
９
号

令
和
６
年
度
大
町
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

地
方
自
治
体
を
国
の
下
部
組
織
へ
変
容
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

美
麻
地
区
の
活
性
化
に
向
け
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
に
関
す
る
陳
情

６月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成なのか、議員個人
の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。

現
行
保
険
証
の
存
続
と

併
存
を

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
て
の
資
格

確
認
は
、
大
町
病
院
で
２
％
、
八
坂
診

療
所
で
１
％
、
美
麻
診
療
所
で
は
０
％

の
み
。（
宮
田
一
男
）

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の

強
引
な
統
一
予
算
に
反
対

　
ト
ラ
ブ
ル
続
出
の
マ
イ
ナ
保
険
証
化

予
算
だ
。
使
い
慣
れ
て
い
る「
紙
の
保

険
証
」の
存
続
を
求
め
る
。（
大
和
幸
久
）

改
正
法
は
成
立
し
て
お
り
陳
情
の
効
力
は
な
い

　
外
交
や
国
防
等
、
自
治
体
で
は
判
断
が
困
難
な
場
合
、
国
の
判
断
は

必
要
と
さ
れ
る
。（
西
澤
和
保
）

最
小
限
の
指
示
必
要

　
地
方
自
治
体
に
は
想
定
外
の
事
態
へ
の
高
度
な
知
識
や
技
術
が
な
い
。

国
か
ら
地
方
へ
の
最
小
限
の
指
示
を
可
能
と
す
る
ル
ー
ル
が
必
要
。

（
太
田
昭
司
）

職
員
人
事
に
口
を
挟
む
こ
と

は
議
会
に
よ
る
人
事
介
入
そ

の
も
の
だ

　
会
計
年
度
任
用
職
員
よ
り
協
力
隊
員

を
望
む
と
い
う
陳
情
は
受
け
い
れ
ら
れ

な
い
。（
掘
堅
一
）

先
ず
地
域
の
ニ
ー
ズ
把
握
を

　
願
意
は
理
解
す
る
が
、
地
域
振
興
支

援
員
に
代
え
て
協
力
隊
の
導
入
を
す
る

べ
き
か
ど
う
か
等
、
地
域
の
異
論
も
あ

る
。（
中
村
直
人
）

マ
イ
ナ
保
険
証
は

医
療
Ｄ
Ｘ
化
の
基
盤

　
利
用
者
や
現
場
に
不
利
益
の
無
い
よ

う
進
め
る
べ
き
だ
が
、
救
急
介
護
時

の
必
要
性
等
、
市
内
で
も
聞
い
て
い
る
。

（
中
村
直
人
）

国
の
指
示
権
発
動
は
危
う
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
全
国
一
斉
休
校
は
、
大
き
な
混
乱
を
招
い
た
。

非
常
時
に
お
け
る
国
の
判
断
が
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。（
宮
田
一
男
）

国
と
地
方
の
関
係
が
対
等
か
ら
主
従
に
な
る

　
改
定
地
方
自
治
法
は
閣
議
決
定
に
よ
り
曖
昧
な
基
準
で
地
方
自
治
体

へ
指
揮
権
の
行
使
が
出
来
る
の
が
問
題
だ
。（
栗
林
陽
一
）

国
と
自
治
体
を
対
等
か
ら
主
従
に
変
え
る
法
案

　
第
２
次
世
界
大
戦
の
反
省
か
ら
国
と
地
方
自
治
の
対
等
関
係
が
確
立
。

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
反
対
。（
大
和
幸
久
）

地
域
を
思
う
市
民
の
声

　
必
死
で
見
つ
け
た
有
効
に
思
え
る
制

度
を
、
た
だ
た
だ
検
討
し
て
ほ
し
い
だ

け
の
陳
情
。
市
民
の
上
げ
足
と
っ
て
ど

う
す
る
。（
植
松
悠
一
郎
）

提出案件の審議結果
令和６年６月定例会

◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 峻嶺会 公明 無 無

結　
果

宮
田　
一
男

栗
林　
陽
一

大
和　
幸
久

髙
橋　
　
正

中
牧　
盛
登

小
澤　
　
悟

山
本
み
ゆ
き

大
竹
真
千
子

中
村　
直
人

西
澤　
和
保

二
條　
孝
夫

一
本
木
秀
章

傳
刀　
　
健

太
田　
昭
司

堀　
　
堅
一

植
松
悠
一
郎

報告第14号
専決処分の報告について　専第20号　大町市行政手続に
おける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
条例の一部を改正する条例

● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　
長

〇 〇 〇 〇 〇 承認

議案第35号 令和６年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第37号 工事請負契約の締結について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

陳情第５ 号
地方自治体を国の下部組織へ変容させることにつながる地
方自治法の一部を改正する法律案の廃案を求める意見書提
出について

〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 不採択

陳情第９ 号 美麻地区の活性化に向けた地域おこし協力隊制度の活用に
関する陳情 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● ● 〇 ● 〇 採択

◇全会一致で承認・可決・同意・採択された案件
議案番号等 案件 結果
報告第２号 専決処分の報告について　専第３号　大町市税条例の一部を改正する条例 承認
報告第３号 専決処分の報告について　専第４号　大町市都市計画税条例の一部を改正する条例 承認

報告第４号 専決処分の報告について　専第５号　大町市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の
一部を改正する条例 承認

報告第５号 専決処分の報告について　専第６号　大町市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 承認
報告第６号 専決処分の報告について　専第７号　大町市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 承認
報告第７号 専決処分の報告について　専第８号　令和５年度大町市一般会計補正予算（第11号） 承認
報告第８号 専決処分の報告について　専第９号　令和５年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 承認
報告第９号 専決処分の報告について　専第10号　令和５年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 承認
報告第10号 専決処分の報告について　専第11号　令和５年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 承認
報告第11号 専決処分の報告について　専第12号　令和５年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第３号） 承認
報告第12号 専決処分の報告について　専第13号　令和５年度大町市農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 承認
報告第13号 専決処分の報告について　専第14号　令和５年度大町市病院事業会計補正予算（第４号） 承認
議案第32号 大町市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第33号 大町市指定訪問看護事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第34号 令和６年度大町市一般会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第36号 監査委員の選任について 同意

議事第３号 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求め
る意見書 原案可決

議事第４号 「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算確保」・「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」
を求める意見書 原案可決

請願第６号 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求め
る意見書提出について 採択

請願第７号 「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算確保」・「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」
を求める意見書提出について 採択

請願第８号 子どもの安全に関する請願 採択

討論
沸騰!! 議案・陳情の原案に対して「賛成は〇」「反対は●」

議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない

〔訂正とお詫び〕　議会だより194号令和6年３月定例会提出案件の審議結果につきまして、議案第31号の議決結果が「全会一致で可決」
　　　　　　　　となっておりましたが、正しくは「賛成多数で可決」であります。お詫びして訂正申し上げます。
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次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

●
日
程　
令
和
６
年
４
月
25
日

●
内
容

・「
議
会
の
調
査
権
」
に
つ
い
て

㈱
廣
瀬
行
政
研
究
所

　
　
　
廣
瀬
和
彦
先
生

●
日
程　
令
和
６
年
５
月
20
日

●
内
容　
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た
取
り
組
み（
安
曇
野
市
）

　
４
月
25
日
、
大
町
市
議
会

は（
株
）廣
瀬
行
政
研
究
所
の

廣
瀬
和
彦
先
生
を
お
招
き
し

「
議
会
の
調
査
権
」
に
つ
い

て
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
会
に
は
、
検
閲
検
査
権
、

監
査
請
求
権
、
所
管
事
務
調

査
権
な
ど
、
執
行
機
関
に
対

す
る
い
く
つ
か
の
調
査
権
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
唯
一
、

そ
れ
を
行
使
し
た
際
に
、
執

行
機
関
や
第
三
者
が
正
当
な

理
由
な
く
出
頭
や
記
録
の
提

出
等
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
、

議
会
が
告
発
を
し
罰
則
を
課

す
こ
と
が
で
き
る
の
が
「
百

条
調
査
権
」
と
言
わ
れ
る
も

の
で
す
。
研
修
会
で
は
、「
百

条
調
査
権
に
よ
り
議
会
は
何

が
で
き
る
の
か
」、
様
々
な

事
例
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
５
月
20
日
に
、「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
」
に
つ
い
て
、
先
進
地

域
で
あ
る
安
曇
野
市
に
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
端
末
の
導
入
に
向
け
て

ル
ー
ル
な
ど
を
策
定
す
る
議
会
運
営
委
員
会
、
端
末
運
用
に
つ
い
て
の

責
任
を
持
つ
情
報
化
推
進
特
別
委
員
会
の
所
属
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
安
曇
野
市
で
の
取
り
組
み
で
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、「
誰
も
取

り
残
さ
な
い
」
端
末
導
入
を
徹
底
し
て
い
る
所
で
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
た
め
、
協
議
会
終
了
後
に
は
毎
回
、
端

末
の
使
用
に
つ
い
て
の
質
問
を
受
け
付
け
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
端
末
の
利
用
に
は
、
資
源
の
削
減
、
資
料
等
の
配
信
手
続
き
の
省
力

化
、市
民
に
対
す
る
政
策
等
に
つ
い
て
の
説
明
能
力
の
向
上
な
ど
、様
々

な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
慣
れ
親
し
ん
だ
紙
の
資
料
か

ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
の
声
も
大
き
く
、
当
市
に
お
い
て
も
、「
誰

も
取
り
残
さ
な
い
」
端
末
導
入
に
向
け
て
、
取
り
組
み
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一般質問で「検討する」と答弁があったあの
質問。その後の進捗はどうなっているのか
追跡調査します。

国のお金で移住者増と
地域活性化を狙える。
活用しないのは市民益を
損なう。

地域農業の現状や課題について
地域での話合いを進め、
地域計画を策定

若年層への支援拡充を望む
とともに、更なる啓発を
進めてほしい。

あの質問は
どうなった？

過疎で苦しむ地域に協力隊を
令和５年６月定例会の一般質問

協力隊で
地域支援を

地域おこし協力隊を地域コミュニティに配属させる
ために採用するのはどうか。

検討していきたい

各支所で地域コミュニティ支援業務がある。
そこでの活用は検討していきたい。

令和４年３月定例会の一般質問

国が５年ルールの
厳格化を示した

令和３年、水田活用の直接交付金の５年ルールを明示、
大町市の農業への影響は。

水張りができない場合は
高収益作物の作付けを

高収益作物による畑地化には10アール当たり
１７万５，０００円が交付される。

水田活用の５年ルールは
どうなった

認知症予防は
コミュニケーションから
令和５年３月定例会の一般質問

補聴器は
認知症予防につながる

認知症予防には、中等軽度からの「耳の聞こえ」
対策が重要。補聴器の啓発と支援を。

市独自の制度として
検討する

補聴器の正しい知識啓発と、
支援を早期に実現させていく。

検討中

検討中

変更の余地はナシ

令和９年度以降、過去５年間に一度も水張りが行われてい
ない農地については、原則として交付対象外となり、水稲
の作付けが困難な場合は、原則、交付対象水田に戻らない。

令和５年６月から
新たな取り組み開始

認知症啓発映画観賞会とともに、「耳の聞こえ相談会」を
実施し、多くの方が参加した。また、高齢者の中等軽度
難聴者に対しても、補聴器助成を開始した。

議員全員で研修を受ける

安曇野市の行政視察の様子
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蛍
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山岳都市・大町市の
みなさん

❶　仁科三湖や、自然豊かな
山岳都市で、自然が育んだ
水が良質であること。桜や
紅葉など四季を様々な場所
で感じることができる。

❷　資材の高騰やヘリの不足、
スタッフの確保方法と問題
は山積みですが、色んな人
に山に関心をもってもらう
ことで、山岳文化を維持で
きるようにこれからもご助
力頂ければと思います。

❶　北アルプスの絶景。
　高い山からの景色、里

山からの眺め、毎日の
散歩で見る山、山との
共存をそれぞれのペー
スで楽しめます。更に
温泉、アルペンルート、
仁科三湖、歴史文化や
食文化も。

❷　 観 光・交 通 インフ
ラの充実、ハイキング
コースやトレイルの整
備等を行い、四季を通
じた魅力をつくること。
加えて、自然の保護・
活用を推進し、住む拠
点としての魅力も高め
て欲しい。

❶　天気の良い日に思い
立ったら即山に出かけ
られる裏庭が、後立山
連峰という絶好の立地
環境。

❷　新旧の市民が、相互
に結びついて、相乗効
果で発展していくこと
を期待しています。

❶ 事前の情報収集を万全に
❷ 無理のない登山計画を
❸ 登山計画書の作成、提出
❹ 服装、地図、通信手段など万全の装備を
❺ 冷静な状況判断と慎重な行動を
❻ 下山のときこそ細心の注意を

山の事故を
防ぐ
６つの
ポイント

❶　北アルプス、仁科三湖、里山、千年の森
や山の子村などでの体験、豊かな自然などは、
活かしたい大切な宝物。

❷　学校統合を機会に、施設を活かして市民や
観光客が、悪天候の日に楽しめる場を作るこ
とを提案したい。

本会議の
生中継
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○開　　会  ８月27日（火） 午前10時〜
○一般質問  ９月４日（水） ～９月６日（金）
○最 終 日  ９月20日（金） 午前10時〜  討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟 2 階の議会事務局で
　申込書をご記入ください。

インターネットと市ケーブルテレビで放送し
ています。録画・再放送もご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

議員が市民のみなさまの声を取材してつくるみんなのひろばです。
今回は、山の仕事にかかわるみなさんに、
山と大町市についてインタビューしました。

❶大町の良さ
❷大町市への希望

針ノ木小屋・大沢小屋運営
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大町山岳会所属
会社員
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さん

大町の登山情報を発信する
野良猫情報局の運営者
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ゆ～ぷる木崎湖内の登山ショップ
「カイラスショップ」経営 兼 東京都山岳連盟会長
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次回９月定例会予定

傍聴にお越しの際は


